
  

夏期集中学習会が始まりました！ (2018年の様子） 

 

  

会館だより８月号 

２０１９年８月１日発行 

橋岡会館「会館だより」 

 今年も夏期集中学習会の季節

がやってきました。７月１９日（金）

に１学期の終業式を迎え、いよい

よみんなが心待ちにしている夏休

みが始まりました。橋岡会館では

小中学校が夏休みの期間、１５日

間にわたって学習会を行っていま

す。自主活動学級の夏休みバー

ジョンとして、小学生は午前９時か

ら、中学生は午後５時半から集会

所を中心に活動しています。 

 この機会に子どもたちは夏休み

にしかできない活動にも取り組み

ます。また、保護者や地域の方々

にも一緒に活動してもらえる取り

組みです。まだ始まったばかりで

すが、これから交流会や野外活

動･水遊びなど、夏のイベントが

盛りだくさんです。後半には文化

祭に向けての学習も始まります。

きっと子どもたちにとって充実した

夏休みになることでしょう。 
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パトカーの見

いただきます!! 

ラジオ体操 



 
 

 ７月１０日（水）子育て講座があり、集会所

ホールで、ボール遊びをしたり、外で手作り

の道具でシャボン玉をみんなで楽しく出来 

ました。保護者の方、子どもたちがコミニュ

ケーションを図ることができ、楽しく過ごすこと

ができました。 

６月から１０月まで毎月２回。計１０

回にわたり、川勝礼子先生にご指

導を受けながら、朗々とした歌声を

響かせ、みんなで楽しいひと時を

過ごしています。 

６月から３月までの月２回、季節の花に

触れながら、お花が好きな受講生が、

嵯峨流の濱野冨子先生にご指導を受

けています。太井、りんどう、ドラセナ。

活けられた花は涼しさを呼び込んでくれ

るようです。 

   子育て講座 
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橋岡会館「会館だより」 

「リズミカルに飛び続ける
ことができるようになり、
自信と楽しさを味わうこと

ができ
ました」 

気功教室ではＮＰＯ法人健康気

功体操の市川治良先生に無理な

く身体の疲れや痛みを解消できる

体操をご指導いただいています。

６月から１０月までの全１０回。 

全１５回の予定で、パソコンの

基本的な操作を日野勝也先

生に教えていただきます。一

緒に学ぶ仲間も増え、楽しく、

一生懸命勉強しています。 

講座は８月で最後。先生、あ

りがとうございました！ 

６月から９月までの全１０回。講師の

中村和代先生に見本を見せてもら

いながら、全身をリラックスさせ、み

んなでゆったり、呼吸を合わせて取

り組んでいます。 

６月から３月までの全２０回。いつもみ

んなで仲良く編物をしています。せっ

せと手を動かしているうちに、糸玉が

するするとイメージした形を取っていく

様子を眺めるのは、絶えず驚きと発見

に満ちています。 

６月から３月までの１０回にわたり、く

らしの講座では、月１回いろいろな

講座を開催しています。８月２４日に

は、秋の薬膳料理、9月4日はブド

ウ狩りを楽しみます。 

折り紙教室は６月から９月まで全１０回のコー

スです。毎回、大小様々な大きさの折り紙を

使って、カラフルな動物や幾何学的に均整の

取れた風物などを作ったりして、ますます折り

紙の奥深さに気づかされます。 



  

「差別や偏見について、
自らを見つめる機会とな
りました」 
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福祉と人権講座  
 ７月１６日（水）に（第三回）「福祉と人権講座」を

開催しました。テーマは「ひとを大切に」～人権・

同和教育に関わって～をテーマにお話をして頂き

ました。「部落差別の解消の推進に関わる法律」

が施行されて、早、２年半が経過しました。人権・

同和教育に、学校現場で関わって来られた経験

を通して、部落問題との出会いや学びから人権を

大切にした学校教育の取り組みについてお話して

いただきました。様々な差別に対しての人権感覚 

を見つめ直すことができ、非常によいお話をきか

せていただきました。 

 
 

  

 

和の音色によせて 
 皆さんは、和楽器の演奏を聴いたことがありますか？中学校では和楽器を用いた授業が   

ありますが、それでも子どもたちにとっては未知の世界と言ってよいのではないでしょうか。（或

いは、大人の皆さんにとっても。） 

 ここでは、そんな皆さんの世界に新たな風を吹きこむべく、様々な邦楽曲（和楽器の音楽全般

を一般に邦楽と呼びます。）を紹介していきます。 

CDなどで聴くことができますので、興味が湧いた方はぜひ聴いてみてください。（中には、イン

ターネットで公開されているものもあります。） 

『泉』 作曲：宮城道雄 

 現代邦楽の礎を築いたとされる生田流箏曲

の大家である宮城道雄。彼は幼少期に視力を

失うも、比類なき努力と類まれなる才能で世界

にその名を轟かせました。（仏ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄのル

ネ・シュメーと共演した“春の海”はあまりにも

有名） 

 光を失い、音の世界を生きた宮城道雄。彼は

西洋音楽を愛し、それまでの日本の古典音楽

に、洋楽の特徴を取り入れた新境地を切り開

きました。 

 楽曲『泉』は、数多ある彼の楽曲の中でも特

におすすめしたい一曲です。非常に美しいメロ

ディーで、瞼を閉じれば、渾々と湧きでる水が

川となって流れる様が見えるよう。 

 盲目の師が紡ぐ旋律が見せる鮮烈な情景

に、私は一つの神秘を感じるのです。 

『さらし幻想曲』 作曲：中能島欣一 

 宮城道雄と同じ時代に現代邦楽の礎を築いた

山田流箏曲の大家である中能島欣一。西洋音

楽を積極的に取り入れた彼の楽曲は、それまで

の古典的な楽曲の型を改革し、新たな時代を切

り開きました。 

 この『さらし幻想曲』は、元々が箏・三味線・フ

ルートの三重奏として作られたものであり、彼の

前衛的な姿勢が色濃く表れた楽曲です。古典の

“さらし”を発展させるという構想は近代の楽曲

にも多くみられ、数多く存在しますが、この『さら

し幻想曲』は現代に語り継がれる名曲の一つ。

それぞれの楽器が複雑に交差し、革新的なメロ

ディーを生み出しています。しかしながら、相当

な難曲であるためか、滅多に聴く機会が無いこ

とが残念でなりません・・・。 

  



 
橋岡会館 

TEL: ５６２－５８６４  

FAX: ５６２－６５３５ 

e-mail: 

hashioka@city.kusatsu.lg.jp  

教育集会所 

人の世に熱あれ 

  人間に光あれ 

橋岡会館 熱と光の館 

 橋岡会館では、就労相談員を配置し、市内にお住まいの

方で、就職に向けた支援が必要な人を対象に、随時、就労

相談を実施しています。 

 企業への就職面接の紹介など、仕事の斡旋はできません

が、ハローワーク等の求人情報を提供し、就職活動を支援

します。 

就労相談にお越しください 

草津市ホームページ（http://www.city.kusatsu.shiga.jp/） 

でも橋岡会館の情報が見られます 
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